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(57)【要約】
【課題】リレー等の電気部品の端子同士をなるべくコン
パクトな構成でかつ容易に電気的に接続できるようにす
ること。
【解決手段】装着用ブロック２０は、複数の端子１４ａ
、１４ｂ、１４ｃ、１４ｄを有する電気部品１０が装着
される。装着用ブロック２０は、電気部品１０が装着さ
れるコネクタ部２４を有するブロック本体２２と、端子
１４ａ、１４ｂ、１４ｃ、１４ｄを接続可能に形成され
、ブロック本体２２内に配設された受端子３０と、端子
１４ａ、１４ｃを挿入接続可能な複数の端子接続部４２
と、複数の端子接続部４２を一定の位置関係に配設した
状態で連結する連結部４６とを有する板状の一体形成部
材であり、コネクタ部２４の装着面２４ａ側に配設され
た端子接続板４０とを備える。
【選択図】図１
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　複数の端子を有する電気部品が装着される電気部品の装着用ブロックであって、
　前記複数の端子に対応する位置に設けられた複数の端子挿入凹部を有し、前記複数の端
子挿入凹部のそれぞれに前記複数の端子が挿入されることで前記電気部品が装着されるコ
ネクタ部を有するブロック本体と、
　前記端子を接続可能に形成され、前記複数の端子挿入凹部のうちの少なくとも１つの内
部に配設された受端子と、
　前記端子を挿入接続可能な複数の端子接続部と、前記複数の端子接続部を一定の位置関
係に配設した状態で連結する連結部とを有する板状の一体形成部材であり、前記コネクタ
部のうち前記電気部品が装着される装着面側に配設された端子接続板と、
　を備える電気部品の装着用ブロック。
【請求項２】
　請求項１記載の電気部品の装着用ブロックであって、
　前記コネクタ部の装着面側に固定され、前記装着面との間で前記端子接続板を挟込んで
支持する押え部材をさらに備える電気部品の装着用ブロック。
【請求項３】
　請求項２記載の電気部品の装着用ブロックであって、
　前記コネクタ部の装着面側に凹部が形成され、
　前記押え部材が、前記装着面に沿って配設される板状部と、前記板状部より突設され前
記凹部に抜止め状に嵌め込み可能な係合部とを有する、電気部品の装着用ブロック。
【請求項４】
　請求項２又は請求項３記載の電気部品の装着用ブロックであって、
　前記押え部材に、前記端子接続板を嵌め込み可能な位置決め凹部が形成されている、電
気部品の装着用ブロック。
【請求項５】
　請求項１～請求項４のいずれか１つに記載の電気部品の装着用ブロックであって、
　前記端子接続部は、前記端子を挿入可能な端子挿入孔部が形成された板状部分に形成さ
れ、前記端子挿入孔部周りの１箇所にスリットが形成されている、電気部品の装着用ブロ
ック。
【請求項６】
　請求項１～請求項５のいずれか１つに記載の電気部品の装着用ブロックであって、
　前記端子接続部は、前記端子を挿入可能な端子挿入孔部が形成された板状部分に形成さ
れ、前記端子挿入孔部の外周縁部の少なくとも一部が前記端子接続部の厚み方向から見て
凹凸形状を呈する波状に形成されている、電気部品の装着用ブロック。
【請求項７】
　請求項１～請求項６のいずれか１つに記載の電気部品の装着用ブロックであって、
　前記端子接続部は、前記端子を挿入可能な端子挿入孔部が形成された板状部分に形成さ
れ、前記端子挿入孔部の一方側の開口縁部が外方に向けて順次拡開する形状に形成されて
いる、電気部品の装着用ブロック。
【請求項８】
　請求項１～請求項７のいずれか１つに記載の電気部品の装着用ブロックであって、
　前記ブロック本体は、前記コネクタ部を複数有し、
　前記複数のコネクタ部のそれぞれに前記端子接続板が配設され、前記複数の端子接続板
同士がコネクタ間連結部を介して一定の位置関係で連結されている、電気部品の装着用ブ
ロック。
【請求項９】
　電気部品に設けられた複数の端子を接続する電気部品用の端子接続板であって、
　前記端子を挿入接続可能な複数の端子接続部と、
　前記複数の端子接続部を一定の位置関係に配設した状態で連結する連結部と、
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　を備え、板状の一体形成部材として形成された電気部品用の端子接続板。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　この発明は、リレー等の電気部品の端子同士を電気的に接続する技術に関する。
【背景技術】
【０００２】
　従来、リレーは、一方側接点と、コイルの一端部とがアース等に共通接続された状態で
用いられることがある。この場合、リレーの複数の端子同士を電気的に接続する構成を組
込む必要がある。
【０００３】
　特許文献１は、リレーの端子が嵌合接続される複数の圧着端子がブロック内に配設され
、各圧着端子がブロック内でリレー接続用バスバーを介して相互接続される構成を開示し
ている。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００４】
【特許文献１】特開平１１－２７８３１号公報
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００５】
　しかしながら、特許文献１に開示の技術では、ブロック内に、リレー接続用バスバーの
収容空間を確保する必要があり、ブロックが大型化してしまう。
【０００６】
　なお、リレーの端子に接続される受側の端子から電線を引出し、この電線同士を溶接或
は共圧着端子（複数の芯線に一括圧着可能な端子）等で接合する構成によっても、リレー
の複数の端子同士を電気的に接続できる。
【０００７】
　しかしながら、この場合、溶接作業或は圧着作業等の接合作業等の面倒な接続作業が必
要となる。
【０００８】
　そこで、本発明は、リレー等の電気部品の端子同士をなるべくコンパクトな構成でかつ
容易に電気的に接続できるようにすることを目的とする。
【課題を解決するための手段】
【０００９】
　上記課題を解決するため、第１の態様は、複数の端子を有する電気部品が装着される電
気部品の装着用ブロックであって、前記複数の端子に対応する位置に設けられた複数の端
子挿入凹部を有し、前記複数の端子挿入凹部のそれぞれに前記複数の端子が挿入されるこ
とで前記電気部品が装着されるコネクタ部を有するブロック本体と、前記端子を接続可能
に形成され、前記複数の端子挿入凹部のうちの少なくとも１つの内部に配設された受端子
と、前記端子を挿入接続可能な複数の端子接続部と、前記複数の端子接続部を一定の位置
関係に配設した状態で連結する連結部とを有する板状の一体形成部材であり、前記コネク
タ部のうち前記電気部品が装着される装着面側に配設された端子接続板とを備える。
【００１０】
　第２の態様は、第１の態様に係る電気部品の装着用ブロックであって、前記コネクタ部
の装着面側に固定され、前記装着面との間で前記端子接続板を挟込んで支持する押え部材
をさらに備える。
【００１１】
　第３の態様は、第２の態様に係る電気部品の装着用ブロックであって、前記コネクタ部
の装着面側に凹部が形成され、前記押え部材が、前記装着面に沿って配設される板状部と
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、前記板状部より突設され前記凹部に抜止め状に嵌め込み可能な係合部とを有する。
【００１２】
　第４の態様は、第２又は第３の態様に係る電気部品の装着用ブロックであって、前記押
え部材に、前記端子接続板を嵌め込み可能な位置決め凹部が形成されている。
【００１３】
　第５の態様は、第１～第４のいずれかの１つの態様に係る電気部品の装着用ブロックで
あって、前記端子接続部は、前記端子を挿入可能な端子挿入孔部が形成された板状部分に
形成され、前記端子挿入孔部周りの１箇所にスリットが形成されている。
【００１４】
　第６の態様は、第１～第５のいずれか１つの態様に係る電気部品の装着用ブロックであ
って、前記端子接続部は、前記端子を挿入可能な端子挿入孔部が形成された板状部分に形
成され、前記端子挿入孔部の外周縁部の少なくとも一部が前記端子接続部の厚み方向から
見て凹凸形状を呈する波状に形成されている。
【００１５】
　第７の態様は、第１～第６のいずれか１つの態様に係る電気部品の装着用ブロックであ
って、前記端子接続部は、前記端子を挿入可能な端子挿入孔部が形成された板状部分に形
成され、前記端子挿入孔部の一方側の開口縁部が外方に向けて順次拡開する形状に形成さ
れている。
【００１６】
　第８の態様は、第１～第７のいずれか１つの態様に係る電気部品の装着用ブロックであ
って、前記ブロック本体は、前記コネクタ部を複数有し、前記複数のコネクタ部のそれぞ
れに前記端子接続板が配設され、前記複数の端子接続板同士がコネクタ間連結部を介して
一定の位置関係で連結されている。
【００１７】
　上記課題を解決するため、第９の態様は、電気部品に設けられた複数の端子を接続する
電気部品用の端子接続板であって、前記端子を挿入接続可能な複数の端子接続部と、前記
複数の端子接続部を一定の位置関係に配設した状態で連結する連結部とを備え、板状の一
体形成部材として形成されている。
【発明の効果】
【００１８】
　第１の態様によると、前記コネクタ部のうち前記電気部品が装着される装着面側に配設
された端子接続板を介して電気部品の端子同士を接続できる。これにより、リレー等の電
気部品の端子同士をなるべくコンパクトな構成でかつ容易に電気的に接続できる。
【００１９】
　第２の態様によると、コネクタ部の装着面と押え部材との間で前記端子接続板を挟込ん
で支持しているため、電気部品に装着する際に、端子を端子接続部に容易に接続できる。
【００２０】
　第３の態様によると、係合部を凹部に嵌め込むことで、押え部材を装着面に沿って支持
することができる。
【００２１】
　第４の態様によると、押え部材によって端子接続板を一定位置に支持できる。
【００２２】
　第５の態様によると、前記端子接続部は、前記端子を挿入可能な端子挿入孔部が形成さ
れた板状部分に形成され、前記端子挿入孔部周りの１箇所にスリットが形成されているた
め、当該端子接続部を容易に形成することができ、かつ、スリットを挟む部分の弾性力に
よって端子に対する接触力を有効に作用させることができる。
【００２３】
　第６の態様によると、前記端子挿入孔部の外周縁部の少なくとも一部が波状に形成され
ているため、端子接続部と端子との接触抵抗が安定する。
【００２４】
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　第７の態様によると、前記端子挿入孔部の一方側の開口縁部が外方に向けて順次拡開す
る形状に形成されているため、端子を端子挿入孔部内に容易に挿入することができる。
【００２５】
　第８の態様のよると、複数のコネクタ部に装着される電気部品間でも、端子同士をなる
べくコンパクトな構成でかつ容易に電気的に接続できる。
【００２６】
　第９の態様によると、電気部品の端子を端子接続部に接続することで、複数の端子同士
を接続できる。これにより、リレー等の電気部品の端子同士をなるべくコンパクトな構成
でかつ容易に電気的に接続できる。
【図面の簡単な説明】
【００２７】
【図１】実施形態に係るリレーブロック結合体を示す概略分解斜視図である。
【図２】リレーの配線例を示す回路図である。
【図３】端子挿入凹部を示す概略平面図である。
【図４】図３のＩＶ－ＩＶ線における概略断面図である。
【図５】端子接続板を示す概略平面図である。
【図６】端子接続板の端子接続部を示す概略斜視図である。
【図７】図６のＶＩＩ－ＶＩＩ線概略断面図である。
【図８】押え部材を示す概略底面図である。
【図９】図８のＩＸ－ＩＸ線断面図である。
【図１０】押え部材の係合部を示す概略斜視図である。
【図１１】係合部がコネクタ部に抜止め状に嵌め込まれた状態を示す概略断面図である。
【図１２】リレーブロック結合体の変形例を示す説明図である。
【発明を実施するための形態】
【００２８】
　以下、実施形態に係る電気部品の装着用ブロック及び電気部品用の端子接続板について
説明する。ここでは、電気部品がリレーである例で説明する。
【００２９】
　図１は装着用ブロックであるリレーブロック結合体２０を示す概略分解斜視図である。
【００３０】
　すなわち、リレーブロック結合体２０は、リレー１０が装着される装置であり、ブロッ
ク本体２２と、受端子３０と、端子接続板４０と、押え部材５０とを備えている。そして
、本リレーブロック結合体２０にリレー１０が装着されると、リレー１０の端子１４ａ、
１４ｂ、１４ｃ、１４ｄがブロック本体２２内の受端子３０に電気的に接続されると共に
、ブロック本体２２と押え部材５０との間に配設された端子接続板４０が端子１４ａ、１
４ｃ同士を電気的に接続するようになっている。
【００３１】
　ここで、リレー１０は、図２に示すように、本体部１１と、複数（ここでは４つ）の端
子１４ａ、１４ｂ、１４ｃ、１４ｄとを有している。本体部１１は、略直方体状に形成さ
れており、内部にコイル１３と、コイル１３への通電により開成され或は閉成される接点
１２が収容されている。複数の端子１４ａ、１４ｂ、１４ｃ、１４ｄは、本体部１１の一
主面（図１の下面）に突出している。ここでは、各端子１４ａ、１４ｂ、１４ｃ、１４ｄ
は、平板状に形成されているが、ピン状等その他の形状であってもよい。複数の端子１４
ａ、１４ｂ、１４ｃ、１４ｄのうち２つの端子１４ａ、１４ｂは、コイル１３の両端に接
続され、複数の端子１４ａ、１４ｂ、１４ｃ、１４ｄのうち２つの端子１４ｃ、１４ｄは
接点１２の両端に接続されている。より具体的には、コイル１３に接続された２つの端子
１４ａ、１４ｂは、本体部１１の前記一主面の長手方向一端部で、その幅方向に間隔をあ
けて並列された状態で突設されている。また、接点１２に接続された２つの端子１４ｃ、
１４ｄは、本体部１１の前記一主面の長手方向一端部で、その長手方向に間隔をあけて並
列された状態で突設されている。このようなリレー１０においては、コイル１３の一端部
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と接点１２の一端部とを接続してアース等に接続すれば、その配線を少なくすることがで
きる。そこで、本実施形態では、コイル１３の一端に接続された端子１４ａと、接点１２
の一端に接続された端子１４ｃとを、端子接続板４０を介して電気的に接続する。
【００３２】
　図２に戻って、ブロック本体２２は、樹脂等によって形成された直方体状の部材であり
、その一主面（図１では上向き面）にコネクタ部２４が設けられている。
【００３３】
　コネクタ部２４の一主面（図１では上向き面）である装着面２４ａは、ブロック本体２
２の一主面と一致している。コネクタ部２４は、複数の端子挿入凹部２６を有している。
各端子挿入凹部２６は、装着面２４ａ側に開口しており、当該装着面２４ａ側からいずれ
かの端子１４ａ、１４ｂ、１４ｃ、１４ｄを挿入できるようになっている。また、複数の
端子挿入凹部２６は、上記リレー１０の複数の端子１４ａ、１４ｂ、１４ｃ、１４ｄに対
応する位置、即ち、リレー１０の複数の端子１４ａ、１４ｂ、１４ｃ、１４ｄを複数の端
子挿入凹部２６に同時挿入可能な位置に設けられている。そして、リレー１０の複数の端
子１４ａ、１４ｂ、１４ｃ、１４ｄを複数の端子挿入凹部２６に挿入することで、リレー
１０がコネクタ部２４に装着される。
【００３４】
　装着面２４ａの中央に設けられた端子挿入凹部２６（ここでは、端子１４ｃが挿入され
る）に着目して、当該コネクタ部２４についてより具体的に説明する。図３は端子挿入凹
部２６を示す概略平面図であり、図４は図３のＩＶ－ＩＶ線における概略断面図である。
【００３５】
　端子挿入凹部２６は、ブロック本体２２の一部分として金型樹脂成形された部分であり
、装着面２４ａに開口する長方形状の開口を有している。端子挿入凹部２６のうち前記開
口の内側には、仕切壁等によって受端子３０を収容可能な収容空間２６Ｓが形成されてい
る。また、端子挿入凹部２６の開口の両長辺部分から内側に向けて延びるように一対のガ
イド部２７、２８が形成されている。
【００３６】
　一方のガイド部２７は、端子挿入凹部２６の開口の一方側の長辺部分から装着面２４ａ
の延在方向に沿って延出した後、端子挿入凹部２６の開口内側に向けて挿入方向に傾斜す
るガイド面を有している。このガイド部２７の幅方向中間部には、装着面２４ａの延在方
向に沿って延出する部分から端子挿入凹部２６の開口内側先端部の全体に至る切欠状の凹
部２７ａが形成されている。端子挿入凹部２６内において、前記凹部２７ａの内側延長上
に、前記収容空間２６Ｓ内に収容された受端子３０に係止可能な係止部２７ｂ（いわゆる
ランスと呼ばれる部分）が設けられている。凹部２７ａは、収容空間２６Ｓ内に突出する
係止部２７ｂを形成するための金型部分を、端子挿入凹部２６の挿入方向に沿って型抜き
するための穴として用いられる部分である。つまり、凹部２７ａは、端子接続板４０の要
否に拘らず存在する形状部分である。
【００３７】
　また、他方のガイド部２８の幅方向中間部にも切欠状の凹部２８ａが形成されている。
端子挿入凹部２６内において、前記凹部２８ａの内側延長上に、前記収容空間２６Ｓ内に
収容された受端子３０を上記係止部２７ｂに向けて押圧可能なリテーナ２８ｂが設けられ
ている。凹部２８ａは、収容空間２６Ｓ内に突出するリテーナ２８ｂを形成するための金
型部分を、端子挿入凹部２６の挿入方向に沿って型抜きするための穴として用いられる部
分である。つまり、凹部２８ａも、端子接続板４０の要否に拘らず存在する形状部分であ
る。
【００３８】
　受端子３０は、上記端子１４ａ、１４ｂ、１４ｃ、１４ｄを接続可能に構成されている
（図１で１つのみ図示）。ここでは、受端子３０は、一端部に筒状部分３１を有しており
、当該筒状部分３１に端子１４ａ、１４ｂ、１４ｃ、１４ｄが挿入接続される。また、受
端子３０の他端部には、電線３６の芯線部に圧着接続可能な電線接続部３２が設けられて
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おり、必要に応じて、この電線接続部３２に電線３６が接続される。この受端子３０は、
上記一対のガイド部２７，２８よりも内側で、上記複数の端子挿入凹部２６のうちの少な
くとも１つの内部に収容配置されている。通常は、全ての端子挿入凹部２６に受端子３０
が収容されるが、外部への接続が必要の無い端子１４ａ、１４ｂ、１４ｃ、１４ｄに対応
する端子挿入凹部２６については、受端子３０を設けなくともよい。また、全ての受端子
３０に電線３６を接続してもよいし、一部の受端子３０にのみ電線３６を接続するだけで
あってもよい。例えば、端子接続板４０を介して接続される端子１４ａ、１４ｃに対応す
る各受端子３０の両方に電線３６が接続され、それぞれ別の接続先に接続されてもよい。
【００３９】
　図５は端子接続板４０を示す概略平面図であり、図６は端子接続板４０の端子接続部４
２を示す概略斜視図であり、図７は図６のＶＩＩＩ－ＶＩＩＩ線概略断面図である。
【００４０】
　端子接続板４０は、銅又は銅合金等の金属板材を打抜き加工等のプレス加工を施すこと
により形成された板状の一体形成部材であり、複数の端子接続部４２と、連結部４６とを
備えている。
【００４１】
　各端子接続部４２には、端子１４ａ、１４ｃを挿入接続可能に構成されている。
【００４２】
　より具体的には、端子接続部４２は、長手方向に沿って端子挿入孔部４２ｈが形成され
た長尺板状部分に形成されている。端子挿入孔部４２ｈは、端子１４ａ、１４ｃの横断面
形状に応じた細長い貫通孔に形成されている。
【００４３】
　また、端子接続部４２のうち端子挿入孔部４２ｈ周りであってその一方側の長辺部分の
長手方向中間部の１箇所にスリット４２ｓが形成されている（図５及び図６参照）。すな
わち、端子接続部４２は、一対の押圧片４２ａを有しており、この押圧片４２ａは、挿入
される端子１４ａ、１４ｃの幅方向両側から中間部に向って延在し、当該端子１４ａ、１
４ｃの幅方向中間部でスリット４２ｓを介して対向している。また、一対の押圧片４２ａ
の先端部は内側に向けて湾曲しており、主として一対の押圧片４２ａの先端部が端子１４
ａ、１４ｃの一主面に当接するようになっている。かかる一対の押圧片４２ａは、その基
端部でのみ片持ち支持されているので、その基端部を支点とすると共にその先端部を内外
方向に動かせるように弾性変形させ易い。この弾性力によって、当該一対の押圧片４２ａ
を端子１４ａ、１４ｃの一主面に押し当てるようにすることができる。
【００４４】
　また、端子接続部４２のうち前記端子挿入孔部４２ｈの外周縁部の少なくとも一部は、
その厚み方向からみて凹凸形状を呈するように形成されている（図６参照）。ここでは、
端子接続部４２のうち上記一対の押圧片４２ａと対向する他方側の長辺部分が、その厚み
方向から見て凹凸形状を呈する波形状部分４２ｂに形成されている。従って、端子挿入孔
部４２ｈ内に端子１４ａ、１４ｃが挿入接続されると、端子１４ａ、１４ｃの他主面は、
波形状部分４２ｂの縁部に接触する。このため、端子１４ａ、１４ｃの他主面と端子接続
部４２とは、端子接続部４２の波形状部分４２ｂの凸部分で小さな面積で大きな力で接触
する。
【００４５】
　さらに、端子挿入孔部４２ｈの一方側開口縁部は、外方に向けて順次拡開するガイド縁
部４２ｈｇに形成されている（図７参照）。ガイド縁部４２ｈｇは、曲面形状であっても
よいし、平面であってもよい。当該ガイド縁部４２ｈｇ側から端子挿入孔部４２ｈ内に挿
入された端子１４ａ、１４ｃを当該端子挿入孔部４２ｈ内に誘い込む形状であればよい。
本端子接続板４０は、端子挿入孔部４２ｈのガイド縁部４２ｈｇを外方に向けた姿勢で、
装着面２４ａ上に配設される。
【００４６】
　また、連結部４６は、各端子接続部４２に連設されており、複数の端子接続部４２を一
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定の位置関係に配設した状態で連結している。つまり、連結部４６によって、複数の端子
接続部４２同士が相対的に一定の位置関係に配設された状態で維持され、かつ、複数の端
子接続部４２同士が電気的に接続される。
【００４７】
　ここでは、端子接続板４０によって、リレー１０の端子１４ａ、１４ｃを電気的に接続
することを想定しているため、連結部４６は、一方の端子接続部４２を端子１４ａに対応
する端子挿入凹部２６の開口部分に配設すると共に、他方の端子接続部４２を端子１４ｃ
に対応する端子挿入凹部２６の開口部分に配設した位置関係で、両端子接続部４２に連結
されている。より具体的には、連結部４６は、Ｌ字板状部分に形成され、その一端部に一
方の端子接続部４２の一端部が連結され、その他端部に他方の端子接続部４２の一端部が
連結される。端子接続板４０は、全体としてもＬ字状をなしている。もっとも、連結部４
６の形状は、接続対象となる電気部品の複数の端子の位置関係に応じて適宜設定される。
【００４８】
　そして、端子接続板４０がコネクタ部２４の装着面２４ａとリレー１０の本体部１１と
の間に配設された状態で、端子１４ａ、１４ｃが一対の端子接続部４２それぞれに挿入接
続されることで、両端子１４ａ、１４ｃが電気的に接続される。
【００４９】
　図８は押え部材５０を示す概略底面図であり、図９は図８のＩＸ－ＩＸ線断面図であり
、図１０は押え部材５０の係合部５６を示す概略斜視図であり、図１１は係合部５６がコ
ネクタ部２４に抜止め状に嵌め込まれた状態を示す概略断面図である。
【００５０】
　押え部材５０は、コネクタ部２４の装着面２４ａ側に固定され、装着面２４ａとの間で
端子接続板４０を挟込んで支持可能に構成されている。
【００５１】
　より具体的には、押え部材５０は、板状部分５２と、係合部５６とを備えている。
【００５２】
　板状部分５２は、コネクタ部２４の装着面２４ａに沿って広がる板状（ここでは、略方
形板状）に形成されている。板状部分５２は、端子１４ａ、１４ｂ、１４ｃ、１４ｄを端
子挿入凹部２６内に正常に装着した状態で、装着面２４ａとリレー１０の本体部１１との
間に介在できる程度の厚み寸法に設定されている。また、板状部分５２は、端子接続板４
０の少なくとも一部分を装着面２４ａ側に押え付けることができればよく、その平面視形
状は上記例には限定されない。
【００５３】
　また、板状部分５２は、上記各端子挿入凹部２６の位置に対応して開口５２ｈ（ここで
は、略方形開口）が形成されている。従って、装着面２４ａ上に板状部分５２を配設した
状態で、端子１４ａ、１４ｂ、１４ｃ、１４ｄは開口５２ｈを通って端子挿入凹部２６に
挿入接続される。
【００５４】
　また、板状部分５２のうち端子接続板４０を押え付ける部分には、当該端子接続板４０
を嵌め込み可能な位置決め凹部５３ａ、５３ｂが形成されている。ここでは、端子１４ａ
、１４ｃに対応する２つの開口５２ｈを結ぶ部分にＬ字状の位置決め凹部５３ａが形成さ
れ、また、当該２つの開口５２ｈのうち位置決め凹部５３ａの反対側の部分に位置決め凹
部５３ｂが形成されている。位置決め凹部５３ａ、５３ｂの深さ寸法は、端子接続板４０
の板厚と同程度とすることが好ましい。端子接続板４０の厚み寸法を２．０ｍｍとした場
合、位置決め凹部５３ｂの深さ寸法を１．５ｍｍとすることが好ましい。そして、端子接
続板４０の両端部（一対の端子接続部４２の外側端部）が位置決め凹部５３ｂに嵌め込ま
れると共に、連結部４６が位置決め凹部５３ａに嵌め込まれることで、端子接続板４０が
押え部材５０に対して一定位置に位置決めされる。
【００５５】
　係合部５６は、板状部分５２の主面より突設され、凹部２７ａに抜止め状に嵌め込み可
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能に形成されている。より具体的には、板状部分５２のうち凹部２７ａに対応する位置に
係合部５６が突設されている。係合部５６は、間隔を有して配設された一対の突出片５７
を有しており、各突出片５７の先端部に外向きに突出する突部５７ａが形成されている。
突部５７ａの外向き縁部は、突出片５７の先端から基端に向けて外向き傾斜する傾斜片５
７ｂに形成されている。また、突部５７ａのうち突出片５７の基端側の部分は当該基端側
に面する当接面５７ｃに形成されている。
【００５６】
　そして、係合部５６を凹部２７ａに挿入すると、一対の傾斜片５７ｂが凹部２７ａの両
側縁部に当接することで、一対の突出片５７が内向きに弾性変形する。そして、各突出片
５７が凹部２７ａの両側縁部を乗越えると、一対の突出片５７が元の状態に弾性復帰し、
突部５７ａの当接面５７ｃが凹部２７ａの両側縁部に内側より当接する。これにより、係
合部５６が凹部２７ａに抜止め状に嵌め込まれ、押え部材５０が装着面２４ａに対して固
定される。
【００５７】
　この際、上記のように、押え部材５０の位置決め凹部５３ａ、５３ｂに、端子接続板４
０を嵌め込んでおくことで、端子接続板４０が装着面２４ａと押え部材５０との間で挟込
むように支持される。
【００５８】
　なお、ここでは、板状部分５２に位置決め片５８が突設され、この位置決め片５８がコ
ネクタ部２４の凹部２８ａに嵌め込まれることで、装着面２４ａ方向における押え部材５
０の位置決め補強が図られている。
【００５９】
　このように構成されたリレーブロック結合体２０では、押え部材５０の位置決め凹部５
３ａ、５３ｂ内に端子接続板４０が嵌め込まれた状態で、押え部材５０の係合部５６がブ
ロック本体２２の凹部２７ａに嵌め込まれることで、装着面２４ａに固定された状態で提
供される。この状態では、端子接続板４０の端子接続部４２は、相互接続対象となる端子
１４ａ、１４ｃに対応する端子挿入凹部２６の開口に対応する位置で位置決め支持されて
いる。従って、リレー１０の複数の端子１４ａ、１４ｂ、１４ｃ、１４ｄを、対応する各
端子挿入凹部２６に挿入接続すると、端子１４ａ、１４ｃがそれぞれ端子接続部４２に接
続されて電気的に接続された状態で、リレー１０がコネクタ部２４に装着される。
【００６０】
　以上のように構成されたリレーブロック結合体２０及び端子接続板４０によると、コネ
クタ部２４のうち装着面２４ａ側に配設された端子接続板４０を介してリレー１０の端子
１４ａ、１４ｃ同士を電気的に接続できる。この端子接続板４０は、リレーブロック結合
体２０内に組込む必要はないし、また、装着面２４ａに沿って配設できる板状部材である
。また、各端子接続部４２は、連結部４６を介して一定の位置関係に配設されているため
、各端子１４ａ、１４ｃを容易に同時接続できる。このため、当該リレー１０の端子１４
ａ、１４ｃ同士をコンパクトな構成でかつ容易に電気的に接続できる。
【００６１】
　また、受端子３０から端子１４ａ、１４ｃ間接続用の配線を引出したり、相互接続する
作業が必要ないため、この点からも端子１４ａ、１４ｃ間の接続作業も簡易となり、低コ
スト化を図ることができる。
【００６２】
　また、端子接続板４０は、装着面２４ａ上に配設すればよいだけの構成であるため、ブ
ロック本体２２自体を、端子１４ａ、１４ｃ間の接続用に専用設計しなくともよく、汎用
的なリレーブロックを用いることもできる。この点からも低コスト化を図ることができる
。
【００６３】
　また、既存のリレーブロック等に対してリレー１０を装着する場合、或は、各種配線、
電気部品が搭載され、端子１４ａ、１４ｃ間の相互接続用の内部スペースの確保が困難な
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リレーブロックに対してリレーを装着するような場合でも、上記端子接続板４０を用いれ
ば容易に端子１４ａ、１４ｃ間の接続を追加的に設けることができる。
【００６４】
　また、コネクタ部２４の装着面２４ａと押え部材５０との間で端子接続板４０を挟込ん
で支持しているため、本リレーブロック結合体２０を、ブロック本体２２と端子接続板４
０が一体化された構成として容易に提供でき、また、従来と同様作業で、リレー１０をコ
ネクタ部２４に装着することで、端子１４ａ、１４ｃ同士を電気的に容易に接続できる。
【００６５】
　もっとも、押え部材５０は必須ではなく、リレー１０の端子１４ａ、１４ｃを端子接続
板４０の端子接続部４２に装着して、端子接続部４２をリレー１０に装着した状態で、当
該リレー１０をコネクタ部２４に装着してもよい。
【００６６】
　しかも、押え部材５０は、係合部５６を凹部２７ａに嵌め込むことで、装着面２４ａに
対して容易に固定できる。しかも、その凹部２７ａは、ランス形成用の既存の孔であるた
め、押え部材５０を支持するためにブロック本体２２を専用設計する必要もない。もっと
も、ブロック本体２２に押え部材５０を取付けるための構成部分を専用設計して設けても
よい。
【００６７】
　また、押え部材５０に位置決め凹部５３ａ、５３ｂを形成しているため、押え部材５０
によって端子接続板４０を一定位置に支持できる。このため、リレー１０の端子１４ａ、
１４ｃを端子接続板４０の端子接続部４２に挿入接続しつつ、端子挿入凹部２６に挿入接
続する作業をより容易かつ円滑に行うことができる。
【００６８】
　また、端子接続部４２は、端子挿入孔部４２ｈ周りの１箇所にスリット４２ｓが形成さ
れ、このスリット４２ｓを挟む一対の押圧片４２ａの弾性力で、当該一対の押圧片４２ａ
を端子１４ａ、１４ｃの一主面に押し当てる構成であるため、板状部分である端子接続部
４２に対して容易に端子１４ａ、１４ｃに対して弾性的に接触可能な形状を付与できる。
これにより、端子接続部４２と端子１４ａ、１４ｃとの接触力を安定して有効的に作用さ
せることができる。
【００６９】
　また、端子挿入孔部４２ｈの外周部の少なくとも一部が波形状部分４２ｂに形成されて
いるため、端子１４ａ、１４ｃの他主面と端子接続部４２とは、波形状部分４２ｂで小さ
な接触面積で大きな力で接触することができる。これにより、端子接続部４２と端子１４
ａ、１４ｃとの接触抵抗が安定する。
【００７０】
　また、端子挿入孔部４２ｈの一方側開口縁部は、外方に向けて順次拡開するガイド縁部
４２ｈｇに形成されているため、端子１４ａ、１４ｃを当該端子挿入孔部４２ｈ内に容易
に挿入することができる。
【００７１】
　｛変形例｝
　なお、図１２に示す変形例のように、上記ブロック本体２２に対応するブロック本体１
２２が、コネクタ部２４に対応するコネクタ部１２４を複数（ここでは２つ）有する場合
、各コネクタ部１２４のそれぞれに上記端子接続板４０に対応する端子接続板１４０が配
設され、複数の端子接続板１４０同士が板状のコネクタ間連結部１４９を介して一定の位
置関係（つまり、各コネクタ部１２４に対して上記実施形態で説明した位置関係で端子接
続板４０を配設する位置関係）で連結された構成とするとよい。
【００７２】
　もちろん、この場合において、複数の端子接続板１４０及びコネクタ間連結部１４９は
、一枚の金属板等を打抜き加工等することにより形成される。また、コネクタ間連結部１
４９は、コネクタ部１２４の位置関係に応じた形状に形成される。
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【００７３】
　なお、押え部材５０に対応する押え部材１５０については、両コネクタ部１２４を覆う
形状及び大きさに形成するとよい。この場合に、上記実施形態と同様に、押え部材１５０
に、端子接続板１４０、コネクタ間連結部１４９を位置決め可能な位置決め凹部１５３を
形成するとよい。また、上記実施形態と同様に、押え部材１５０に、コネクタ部１２４に
係止可能な係合部（図１２では省略）を形成するとよい。
【００７４】
　なお、リレーを装着可能なコネクタ部を１つだけ備えたリレーブロックは、単にコネク
タと呼ばれる場合もある。また、リレーを装着した状態で、当該リレーを覆うケース部分
（蓋等）を備えた構成のリレーブロックは、リレーボックスと呼ばれる場合もある。本発
明における電気部品の装着用ブロックは、それらに限られず、少なくとも１つのコネクタ
部を備えた構成であればよい。
【００７５】
　また、電気部品は、リレー１０に限られず、電気的に接続された状態で用いられる可能
性がある複数の端子を備えた電気部品であればよい。
【００７６】
　なお、上記実施形態及び各変形例で説明した各構成は、相互に矛盾しない限り適宜組合
わせることができる。
【００７７】
　以上のようにこの発明は詳細に説明されたが、上記した説明は、すべての局面において
、例示であって、この発明がそれに限定されるものではない。例示されていない無数の変
形例が、この発明の範囲から外れることなく想定され得るものと解される。
【符号の説明】
【００７８】
　１０　リレー
　１４ａ、１４ｂ、１４ｃ、１４ｄ　端子
　２０　リレーブロック結合体
　２２、１２２　ブロック本体
　２４、１２４　コネクタ部
　２４ａ　装着面
　２６　端子挿入凹部
　２７ａ　凹部
　３０　受端子
　４０、１４０　端子接続板
　４２　端子接続部
　４２ａ　押圧片
　４２ｂ　波形状部分
　４２ｈ　端子挿入孔部
　４２ｓ　スリット
　４６　連結部
　５０、１５０　押え部材
　５２　板状部分
　５２ｈ　開口
　５３ａ、５３ｂ、１５３　位置決め凹部
　５６　係合部
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